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外国貿易の効率について
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　外国貿易の効率について

　第1表　　中国の対ソ輸出入商品構成の変化（％）

（輸出）

1　igS3　1545556157　i　58臣g　l　6・

総　　　　　　額

食糧および飲料

食糧加工品、半加
工品

非鉄および合金属
および鉱石

繊　維　原　料

繊　維　製　品

動物性工業原料

そ　　　の　　　他

100

25．7

18．7

21．5

12，2

　3．6

　3．7

14．6

100

20．0

25．7

18．4

　9．6

　6，4

　4，3

15．6

100　　100　　100

18．5　　16．7［　14．3

25．4123．815．2

18．4　　16．5　　19．2

　9．2　　　7，7　　　6．6

　9．1　　12，3　　18．0

　4．2　　4．0　　3．5

15．1　　19．0　　23．2

100

10．4

22．9

13，7

　4．3

21．0

　3．3

24．2

100

10．l

l7．1

11．7

　8．3

32．2

　2．5

18．1

100

｝　2・・1

13．9

7．7

39．l

l．2

18．0

61

100

／　3・4

16．2

4，1

54，7

0．6

21．0

（輸入）

1　19S3　1・45556157i・815916・［61

総　　　　　　額

機械および設備

優蝪設備つ

鉄　鋼　製　品

非　鉄　製　品

ケーブルおよび線

石油および石油製
口　　　　　　　　　　　　・
口口

化　　学　　品

そ　　の　　他

100

23．1

　7．1

　9．8

　1．9

　0．6

　6．4

　0．9

57．3

100

26．2

12．3

1L6

　2．9

　0．4

　5．9

　1．1

51．9

100

30．7

18．9

10．9

　1．7

　0．1

10。6

　0．8

45．2

100

41．6

29．6

　8．5

　2．4

　0．2

11．7

　0．　7

34．9

100

49．9

38．4

　6．3

　L5

　0，2

16．6

　0．8

24．7

100

50．2

26．2

　9，8

　2。5

　0，2

14．6

　1．8

20．9
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62．0

31．9

　5．2

　0．7

　0．1

12．3

　1．1

18．0
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61．6
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　6．7

　1．3

　0．1
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1．4

15，1

100

29．5
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　1．8

　0．1

32．8

　1．5

24．9

（出所）　1953～59年は「東洋学の諸問題」60～61年はゾ連貿易省計面経済局編

　　　　「ソ連貿易統計年鑑」により算定、但し、経済企画庁調査局編世界経

　　　　済白書より転載
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外国貿易の効率について

　　第2表　　上海卸売物価と貿易物価の比較（1956年）

　（輸出） （単位トン）

小

大

砂

豚

米

卵

麦

豆

糖

肉

化成ソ

炭酸ソ
セ　　メ

窓ガラス平方メ

銑

食・　　　　塩

葉　た　ば　こ

桐　　　　　油

綿　　　　　花
鰍物（1000ヤード）

　　　　一ダ

　　　　ーダ

　　　ン　、ト
　　　1000

　　　一トル
　　　　　鉄

上海卸売物
価（1）

（新人民元）

対西欧（2）

（ドル）

272（1）1

　199

215

1，354

1，340

1，　044

　213

2，135

1，090

1，801

694（1）

956

640

　73

　152

220

対ソ連（3）

（ルーブル）

　　156　　　56．5
（フィンランド）385

　　115　　　392
（イタリア）『

　　95
（イギリス）

　　786
1（イ判ス）

（西ドイツ）

（フランス）

655

530

195

（イギリス）

〔464〕（2）

　31．6

3340

1855

292

561

264

148

45

174

180

（1）／（2）

1．7

1．9

14．3

1．3

3．3

2．1

9。2

（1）／（3）

4．8

0、5

0．5

3．5

6．7

0．6

0．6

6．2

L2
3．’ 6

4．3

L6

0．9

1．2

左欄
のドル

換算

（19．2）

（2．0）

（2・o）

（14．・0）

（26．8）

（2．　4）

（2．4）

（24．8）

（4．8）

（14．4）

（17．2）

（6．4）

（3．6）

（4．8）

備考

ω
梗米と仙
米の平均

（2）冷凍肉

（1）白布

（輸入）

小

砂

生

鉄

鋼

麦

コ“

粉

糖

ム

棒

板

上海卸売物
価（1）

（新人民元）

　426

1，354

6，000

　660

1，140

対西欧（2）対ソ連（3）

（ドル）　（ルPtブル）

　　95
（フランス）

　2，350
（イギリス）

　　342
（イギリス）

　516（2）

3，133

542

（1）／（2）（1）／（3）

　i

I生3i2．6

2．5

1．9

L9

左欄
のドル

換算

Il．2

4．6

2．1・8．4

備考

（2）

1957年値
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　840

　1，800
（スイス）

　910

4，750（2）
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零19（1）

　171

　180

外国貿易の効率について

　　L4　　5．6
　　　　　　（2）
4．5　1．7　6。　8銅および

　　　　　　銅線
　　0．6　2．4
　　　　　　（1）
　　3．8　　15。21947年値

　　　L
　　2．71　10．8

　　4’　7118・　8

石川滋編「中国経済発展の統計的研究皿」105頁より

　　第3表　　対ソ輸出主要商品構成　　　’単位100万ルーブル

1956 1957 1958 1959 1960

鉱石および金属精選鉱

銑　　　　　　　鉄

、非鉄金属及び合金

う　　、ち　　　錫

生　　　ゴ　　　ム

セ　　メ　　ン　　　ト

繊　　維　　原　　料

葉　　た　　ば　　こ

桐　　　　　　　油

落　　　花　　　生

大　　　　　　　豆

肉および加工品

　　　　米

野菜および果物
植　　　物　　　油

綿織物、毛織物

その他繊維織物

総　　　　　　額

3。1．91

261．7

　129．7

　5L7

234．2

　119．8

　143．2

214．4

　252．　6

　257．1

　81．4

　103．　0

　262。6

3，056．9

359．6

　18．6

207．0

　182。1

　148．8

　53．7

　196。1

　164．0

　27．0

　75．5

　211．9

　135．3

　101．7

　108．3

　52．7

　344．3

2，952．5

296．1

39．3

195．6

157．4

88．2

59．2

150．2

125．7

31．6

31．4

200．4

266．3

243．2

130．7

84．5

348．　8

3，525．0

293．2

27．5

219．6

166．8

72．3

34．1

366．5

118．7

35．4

28．6

269．　7

168．4

330．3

125．0

84．1

622．1

4，401．1

55。1

10，7

44．0「

31．3

6．4

7．6

58．8

11．1

3．9

3．7

32．1

16．7

49．7

16．4

8．4

125．6

763．3

1960年は新ルーブル、申国政治経済綜覧及び新中国年鑑1962年版より
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外国貿易の効率について　　　　　　　　．

　　第4表　　中国の西欧諸国向け国別主要商品輸出額（1959年）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位1000ドル）

品 目

採油用種子

　西　　　　独

　（うち大豆）

　イ　ギ　リ　ス

　7ランス

　（うち大豆）

　イ　タ　リ　ア

　デンマーク

　オ　ラ　ンダ

　フィンランド

　ノルウェー

　オーストリア

　ベルギー

　小　　　　計

卵及び卵製品

　西　　　　独

　イギ　リス

　フ　ラ　ンス

　イ　タ　リ　ア

　小　　　計

金 額

22，434

19，899

’6，063

　969

4，053

10，622

5，063

1，168

　562

　　63

　316

51，313

4，711

2，340

　78

　818

7，947

品 目

穀　　　．　物

　西　　　独

　（う　ち　米）

　イ　ギ　リ　ス

　フ　ラ　ン　ス

　ベルギー（米）

　小　　　　計

動植物性油脂

　西　　　　独

　（うち桐油）

（うち落花生油）

　イ　ギ　リ　ス

　（うち桐油）

　フ　ラ　ン　ス

　（うち桐油）

（うち落花生油）

　イ　タ　リ．ア

　小　　　　計

総 計

金 額

1，555

1，205

　652

　756

2，　040

5，003

3，．769

　864

1，609

　885

　628

　137

1，050

5，841

118，100

　外務省東西通商課編「東西貿易情報」25号（36年3月1日）
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外国貿易の効率について、

第5表　中国の西欧向け主要輸

　　出品の割合（1959年）

品目名瞬（％）

採油用種子

繊維原料
非鉄金属及卑金属

卵　製　品
穀 類

油　脂　類

原皮び皮革
合　　計

43。4

13．6

7．6

6．7

5．3

4．9

2．1

83．6

外務省東西通商課編「東西貿

易情報」25号（36年3月1日）
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外国貿易の効率について

第6表　ソ連よりの輸入主要商品構成

　　　　　（単位100万ルーブル）

19・61195719・8い959

総　　額
機械及び設備

総合企業の設
備及び資材
自動車運輸及
ガレージ設備

貨物自動車

石油製品

ガソリン

1圧延鋼

2，932．1

1，219．0

867．8

284．6

140．5

174．7

2，176．4

1，086．1

836．1

20．　8

5．6

304．7

125。7

85．6

2，536．0

1，271．8

664．6

246．　6

207．　0

309．5

104．2

i47．1

3，818．3

2，390．0

599．0

137．2

101．5

416．0

207．3

117．6

ソ連外国貿易誌より

第7表中国の西欧よりの主要輸入品目の割合

［195gi196・

鉄 鋼

銅及び銅製品
化　 学　 品

機 械

化　学　肥　料

繊　 維　 品

％

22．3

14．8

14r．　8

10．8

9．3

6．4

％

25．3

7．3

8．2

10．7

10．3

外務省東西通商課編「東西貿易情報」24号（36年2

月16日）
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　　　　　　　　　　　　るたか理品　 国
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外国貿易の効率について

第8表　中国の地域別貿易構成（％）

貿易総額

1952

，1953

100．0

100．0

社会主義圏

1954

1955

1956

1957

1958

1959

全地域ソ趣欧1アジア

78．OI　　　57♂3

75．5　　　　56，4

100，0　　　　80，0　　　　50，0

100．0　　　　80，7

100，0　　　　75，3

100．0　　　　75．0

100．0

100．0

74．6
77．、i

　E

50．　7

53．7

52．0

51．2

55．8

19．0

16．6

24．5

25．2

17．2

17．4

｝23。4

卵21．4

1．7

2．5

5．5

4．8

4．4

5．6

資本主義圏
全地域艘日繁iその他

22．0

24、5

20．0

19．3

24．7

25．0

25．4

22．8

5．2

9．1

7．5

8．6

11．9

11．6

12．9

16．8

15．4

12．5

10．7

12．8

13．4

12．　5

中国政治経済綜覧　1962年版より
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外国貿易の効率について

第9表　’中国の対資本主義圏地域別貿易の動向（単位100万ドル）

欧米諸国
北米・カナダ

ヨーロツノNe

その他諸国
ラテン・アメリカ

中　近　東
アジア・極東

大　洋　州
アフ　リ　カ

合 計

中国の’輸出
1958　　1959　　1960　　1961

194．5

5。7

188．8

496．1

2．4

22．5

437．　6

9．4

24．2

690．6

208．2

1
242．3

5．2

203．0

397．2

2．5

26．2

354．　0

10．2

4．3

605．4

6．1

236．2

434。0

4．0

26．2

385．0

11．5

7．3

676．3

187．8

3．4

184．4

397．8

10．0

24．2

348．2

8．5

6．9

585。6

中薗の輸入
1958　　1959　　1960　　1961

472．7

7．3

465．4

306．7

lL4

43．　8

208．8

29．8

12．7

779．2

389．5

1．7

387．8

273．1

2．8

39．4

172．3

37．1

21．5

388．9

9．1．

379．8

320．1

41．4

58．0

162．8

33．1

24．8

662．6　709．0

308．1

120．6

187．5

414．5

79．0

30．4

121．7

170．3

13．1

722．6

経済企画庁調査局編、世画経済白書、62年度版、240頁より
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外国貿易の効率にういて

第10表　　中国の国民所得、投資、貿易額　　　　（単位億元）

1952

1953

1954

1955

1956

1957

1958

1959

実質国

民所得

投 資

総額隊うち軽工羅工業降欄貿易

611．3

696．9

736．6

784。5

894．3

935．4

1253．4

1523．1

43．6

80．0

90．7

93．0

148．0

138。3

267．0

16．9

28．4

38．3

43．0

68．2

72．4

173．0

4．1　12．　8

5．0　23．4
6．71　　　31．6

5．3　37．7

9．4　58，8
11。0　　　　61．4

21．8　　　151。2

6．0

7．7

4．　2

6．　2

11．9

1L9

26．3

L2
2．7

3．9

3．5

7．6

3．7

5．7

貿易

総額

64．6

80．9

84．　7

109．8

108．7

104。　6

128．　7

147．1

新中国年鑑1962年版及び中国政治経済綜覧より
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　　　　　　　　　　　　　　外国貿易の効率について

第H表　　中　国　の　輸　出　構　成　　　　　100万ドル

1952年

1958年
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225．2
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（35．　5）

合 計
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外国貿易の効率について
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外国貿易の効牽について
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第13表　社会主義圏内相互輸入割合（％）

ソ連／東欧中国アジア1合計

1952

1953

1954

1955

1956

1957

1958

1959

34．2

33．7

36．0

35．2

36．9

35。2

37，6

36．2

49．3

48．7

46．2

47．6

「46．2

52．2

48．2

48．4

16．5

17．6

17。8

17．2

16。9

12．6

14．2

15．4

100．0

100．0

100．0

100，0

100．0

100．0

100．0

100．0

u．n。　Mouthly　Bulletion　of　st禽tis孕ics，　June　l960．
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外国貿易の効率について
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